
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉にすれば  
校務主任 山 本 弘 文  

 見出しの「言葉にすれば」は、本年度３年生が学年合唱として取り組んだ合唱曲の題名です。

２年生のとき、「３年生を送る会」で３年生に感謝と決意を伝えるために披露しました。そし

て、幸中祭２日目の合唱コンクールで、保護者の皆様にご披露することができたことは、１、

２年生と一緒に過ごした身としてはうれしい限りでした。  

 思えば、３年生が入学したときはまだコロナ禍であり、生徒たちも学校生活が制限された中

で過ごしてきました。生徒たちは、年齢に応じて成長してはいるものの、圧倒的に足りないの

が経験に基づく成長でした。中でも、声に出す表現は顕著でした。この子たちが卒業するころ

には、思いっきり表現できるよう、３年生では合唱を軸にしたいと考えていました。 

 昨年の「３年生を送る会」で披露したとき、「言葉にすれば僕達がめぐり逢い」とソロで始

まるこの曲に、当時の３年生の表情が変わり、最後は目に涙が浮かんでいました。言葉にすれ

ば、五文字程度の「ありがとう」「がんばります」ですが、２年生の表情や姿勢から、言葉以上

の「心」が伝わったからだと感じました。 

 ３年生になると、修学旅行で作曲者の松下耕先生にご指導をいただける機会を得ました。世

界で活躍される先生でしたが、気さくに話をしてくださり、生徒たちの合唱に磨きをかけてく

ださいました。表現する楽しさ、伝える面白さ、みんなと調和し、一つの曲を創り上げる高揚

感を経験することができました。学年の生徒たちが楽しそうに合唱を学ぶ表情は、忘れられま

せん。 

 その後、合唱コンクールで学びの集大成として披露するために、３年生が奮闘していました。

本番は素晴らしい歌声を披露することができました。１年生のときに思い描いていた姿がそこ

にあり、私は写真を撮りながら胸が熱くなりました。同時に、３年生や３年生の先生方に感謝

の気持ちでいっぱいになりました。 

 言葉にすれば、思いを伝えることができます。うまく言えなくても、言葉にしようとするそ

の姿から感じ取れるものがあります。新型コロナウイルスによって翻弄され、直接会って言葉

に伝えることもはばかられた時期もありました。しかし、その時期を乗り越えた生徒たちは、

言葉にする大切さ、人とのつながりを見つめ直し、支えられている自分、誰かを支えている自

分に気が付いた姿がありました。 

 この曲は「さあ聞こえる今すぐ新たな未来がめぐり逢う」の歌詞で終わります。生徒たちは

中学校を卒業したら各自が決めた道を歩みます。新しい場でまだ見ぬ人たちと、どのような言

葉を交わし、未来を築いていくのでしょうか。卒業まで頑張り抜くことを期待し、支えていき

たいと思います。 

 

                                               令和５年１１月７日（火） 
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＜各種目優勝者＞ 

１００m走 

１年   

２年   

３年   

１０００m走・１５００m走 

 １年   

２年   

３年   

８０mハードル走 

１年   

２年   

３年   

走り幅跳び 

 １年   

２年   

３年   

 

 
９月１４日（木）、１０月２６日（木） 

走り高跳び 

  １年   

２年   

３年   

ハンドボール投げ 

  １年   

 

２年   

３年   

ハンデリレー 

  １年３組  ２年１組  ３年１組 

幸中リレー 

  １年３組  ２年１組  ３年１組 

競技総合 

  １年１組  ２年１組  ３年２組 

縦割り演舞 ナポリ団（橙） 

新記録賞 

  ８０mハードル走 山本 星姫 １２秒７５ 

縦割り演舞とスローガン「Ｇｅｔ Ｏｖｅｒ 輝け幸中生 つながりの輪」 

《幸田町中学校新人体育大会》 
＜団体＞                ＜個人＞ 

  ソフトボール部    優 勝      男子ソフトテニス部 

男子バレーボール部  優 勝       北出 悠晟・大島 直哉ペア  優 勝           

  剣道部女子      優 勝      剣道部女子  古田 蒼依    優 勝 

弓道部男子  柴田 大悟    第２位 

剣道部男子  岡野 蒼空    第２位 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちで創り上げた「友」                   ３年 山本 葵 
中学校生活最後の合唱が行われました。私のクラスは伴奏者が居ないという新しい形での合唱だっ

たので、パートリーダーの私自身も最初の方は「いや、やばいでしょ」「最優秀賞はない」などと弱

音を吐いて合唱への気持ちが小さくなっていました。 

しかし、本番の４日前に改めて合唱への気持ちを聞き、もっと頑張りたい、このクラスで最優秀賞

を取りたいと思いました。本番のリハーサルでみんなで円陣を組んだときに、「あ、これ楽しまなき

ゃ」「一人一人が全力で一つのものを創ることができるクラスだ」と思い、すごく気合が入りました。 

歌い終わって舞台から降りたときに最優秀賞を取ることができたのではないかと思いました。しか

し、最優秀賞を取ることはできませんでした。お母さんが録画していてくれたビデオを見て、今まで

でいちばん上手だなと思いました。それでもやっぱり最優秀賞をとりたかったです。悔しかったです。

ビデオを見て悔し涙が流れました。 

みんなの合唱への気持ちが一つになったから創ることができた合唱でした。みんなで素晴らしい合

唱を創れて楽しかったです。３年３組で作った最高の思い出です。 

二日間を終えて                     生徒会長 ２年 都築 結愛羽 
私たち生徒会は、全校のみなさんが全力で楽しんで思い出に残る幸中祭にしたいと思い、何回も話

し合いを重ねてきました。幸中祭のスローガンである「翔～spark smile～」のもと、自分たちが大空
へはばたいていくためにも、いろいろなことに挑戦しました。このスローガンのサブタイトルの「spark 
smile」があふれる幸中祭になることを願いながら毎日一生懸命、生徒会役員とともに取り組んできま
した。 
幸中祭当日、全校のみなさんが拍手で会場を盛り上げてくださったおかげで楽しく進めることがで

きました。有志発表では、輝いている人を応援したり、全校で一つになって、楽しんだりする姿がと
ても印象に残っています。一人一人のきらめく笑顔があふれ、本当に楽しかったと心から思える幸中
祭の１日目となりました。みなさんのおかげで最高の幸中祭にすることができました。本当にありが
とうございます。 
２日目の合唱コンクールでは、クラスの仲間とともに今までたくさんの練習に励んできた思いがど

のクラスも分かり、より団結が深まったように感じました。３年生の学年合唱や全校合唱では、多く
の人が思いを一つにし、歌う姿が本当に格好良くて、全校で一体となった瞬間でした。 
幸中祭の二日間を通して、よい会にするための準備の大切さや、思いが一つになることで生まれる

楽しさが実感できました。今後も、「全校でつくる」ということを意識して、みなさんの想いに沿って
活動をしていけるようにしたいです。 

合唱コンクールを振り返って                  ２年 山本 希歩 
ソプラノは最初の方はアルトやテノールに声量が負けていて、私もそんなに大きな声で歌えていな

かったと思います。そのときから「もっと頑張らないと」と声を出したり、口を大きく動かしたりす
るように意識しました。先生が毎回撮ってくれた動画でも、まとまりがあると毎日感じられるように
なってきて、それが実感できて嬉しかったです。決起集会のとき、先生が作ってくれた動画を見てと
ても感動し、もっと本番頑張ろうと思えました。みんなが書いたプリントを見て、みんな同じ方向を
向いて頑張っているんだなと思えて、絶対合唱コンで最優秀賞取る、という気持ちが強くなりました。 
当日、自分たちの出番になるまでずっと緊張していました。しかし、結実さんの指揮と、結愛羽さ

んのピアノ伴奏が聞こえた瞬間、いつもの練習が頭に浮かび上がって、一気に緊張がなくなりました。
今まで言われてきたことを全て歌に表現することができたと思います。今まで私たちを引っ張ってく
れたリーダーたちには、とても感謝しています。これからも２－１の全員で頑張っていきたいです。 

全校エコキャップアート 吹奏楽部の演奏 教師も寸劇に参加 

 生徒会役員として                          １年 有馬 苺空 
１日目に特に思い出に残ったことは三つあります。一つ目は全校製作です。エコキャップアートを作ることが

決まって、どう貼っていくのか、デザインをどうするのか、いろいろと相談しました。実際に組み合わせたとき、
本当に頑張ってきてよかったと思う作品ができました。そして、みんなに見てもらったとき、みんなの驚く顔が
見られて、ますますうれしくなりました。二つ目は有志発表です。私は見ている方でしたが、みんなを笑わせて
くれる先輩方や１年生の仲間を見て、とてもおもしろかったし、かっこよかったです。いつも静かな先輩が切れ
のある動きで踊っているのを見たときには、普段とのギャップに驚きました。三つ目は自分の担当した出番です。
インタビューに行ったり、役員６人で盛り上げたり、レクの進行をしたり、とてもいい思い出になりました。 
終わったとき、杉浦先生から「これは６人にしか体験できないことだから、いい思い出になったよね」と言わ

れ、本当にやってよかったと思いました。 

合唱コンクールを終えて                  １年 杉澤 希衣 
 今日は、今までみんなで頑張って練習してきた合唱を発表する大事な日でした。 
 朝や放課の時間を使って、自分たちで先生方からアドバイスされたことを意識しながら、歌詞
の意味を考えたり、声の強弱に気をつけたりして練習してきました。たぶん、どのクラスよりも
いちばん練習したと思います。クラスで前向きに取り組めない時期もありましたが、最後には一
人一人が自分から歌うことができたと思います。 
 しかし、最優秀賞は取れませんでした。どのクラスも上手ですごかったけれど、私は４組がと
てもよかったと思いました。自分たちの全力を出し切れたと思います。みんなの絆も今まで以上
に深まったし、最後まで練習してきてよかったです。これからの行事でも、４組のみんなで団結
してあきらめずに頑張っていきたいです。 

心に残る合唱コンクール                    ３年 古藤 百萌 
 合唱コンクールに向けての約３週間、３年５組は、朝の時間、休み時間、帰りの会後の時間を練習

に使って、より良い合唱を創り上げようと頑張ってきました。私は、今年ソプラノのパートリーダー

に挑戦しました。ソプラノパートは、声の質は綺麗だけど、声量や表情が乏しいことが課題でした。

私は楽しく、みんながやる気になるような言い方で、でも伝えたいことがしっかり届くように意識し

て練習に取り組みました。パートリーダーの経験は今回が初めてでしたが、昨年までのリーダーでな

い側の経験も生かして、明るく練習ができるように心掛けました。指揮者の桃寧さんとも、合唱につ

いて多くのことを話して頑張ろうと思いました。 

本番は、口を大きく開け、笑顔で楽しもうと思って、思いっきり歌いました。歌い終わった後、同

じパートの美羽さんが「いちばん楽しく歌えた」と言ってくれてうれしかったです。結果発表の瞬間、

最優秀賞に選ばれ、仲間が涙を流す姿を見て、私たちは本当に頑張ったんだなと実感しました。心に

残る合唱コンクールになりました。 

 

 

 

 

 

１年 最優秀賞      ２年 最優秀賞      ３年 最優秀賞 

１年３組「マイバラード」   ２年１組「旅立ちの時」     ３年５組「虹」 


